
（水摘日）昭和82年（1987年）工2月2E3｛こタチt'.))定有家斤S勢署L点玄又に回(13) 門ホlムステイ（民泊）は訪れる外向人尚

一校生が増えている。が、
議事情などの

的

制約から、彼らの受け入れに消極的な家

門
艇が少
なくない。今ま守に八人の
留学生

川
の世話をしてきた
東京・板橋区
応住む中
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日本への国
際的関心が悶まるにつれ、

学
校教諭でエッセイストの中
的洋子さん

から、ホ1ムステイの
問題点と受け入れ

家庭の心構えを語
ってもら
った。
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「
チ
ェ
ン
ジ」
恐
れ
ず

最近は小さな町の公報でさ

え、外国人留学生のホIムステ

イの受け入れ家庭を募
ってい

る。それほどまでに国
際交流は、

私たちにとって身近なものにな

ってきている。
だが、舛国人への安易な関心

か
A哲学生
を受け入れて、かえ

ってお互いに
紙感
情を残して別

れねばならない事例も決して少

なくない。
我が家では、この凶

年間に延べ八人の外国
人間学生

（主として
高校生）を受け入れ

ているが、その中には、受
げ入

れ家婦との人間
関係がうまくい

かず、ホームチェンジ（受け入

れ諒脳
の変則記）をしてきた人も

いる。受け入れ家庭がまず第一に同

党すべきととは何だろう。孜が

家の
体験か
ら言えば 、大学伎の

同学と見なり、ね校官のそれは、

生
新経験が
未熟なだけに、
受MU

入れ側にかなり
和伸的れ犯を負

わされるという乙とだ。一十七、

八蹴の
神経はなんといっても繊

細である。そのろえ溶く故郷を

醗れて生
活レているので、甘え

も生じよう。
我が家でも、
長男、長女、ご

男がAFS（アメリカン・フィ

ールド・サービス）を通じて一

年間の
高校生

夢ヂを経験してお

【第三喜重量Si建物認可】

李さんら三人の
在日朝国人

女性が斡問
女性
述耐のリーダ

ー
的存在、梨花

女子大学教授

・
事刻再さんの論文を日本語

に訳し、「分断時代の韓国女

性
起動」（
御茶の
水杓跨）と

いう本にまとめた。その鍵献

に対し、とのほど
筋七回
山川

菊栄記念婦

人問題研兜奨励金

を贈られるととが決定、十二

日に
贈呈式がある。
同位は婦

人
運動などで括協
した人に贈

られるもの。
斡闘の
女性巡勤についてま 、

洋
子

車奪回の女性遍通力紹介で山川
菊栄舵念奨励金を贈られる
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留学生も家族の一員家事分担

共
働
き
で
も
大
丈
夫

口茶w
m湾入れ
家一時か陥りや

すいもう一つ
mw輸とし穴は、「留

学生がい
る問は生前のリズムを

留学生に合わせなければいけな

い」と思い込むととだ。「ホー

ムステイをさせたいが、
熔親が

働いているので
面倒を見てあげ

られない」と二の足を踏んでい

る家路も
あるだろう。

だが、共働き
家庭だ
って受げ

入れは可能だ。私は一一十
八年間

公立中学校の
教師をしており、

。・：「ワープロは、
回梨の

閣からみるとまだ不満だら

け」 。こんな感想をもら
ー

すのは、混以・杉並区に一

住む日本朝脱税・迎藤純一

校さん。速 …騰さんは、教
「

師

仲間
三
人
と一
緒
に
ワ
ー

プ
ロ

の

辞的機能について研知、先

むろ「ワープロ一辞書を点検す

る」と則
した論文で、昭和六

十二
年度
商品研宛大賞（主催

・

商品翠研究所）を受口し 人3

自
分
自
身
へ
の
挑
戦

H本の
家抵は、
欧米人、つま

りは白人を受け入れたがる
傾向

があり、アジアなど第一二世
牌諸

国からの受
け入れ
に消費的だ。

これではアジアの
近隣国的M聞から

の
非難を免れず、
文化摩擦の一

悶ともなりかねない。

私自身、インドネシアからの

野ぎ苓
手間受
ザ入れたが、

私たち
家族は欧米人以上にとの一

昭和二十八年大阪市生一

一まれ。四十六年綿山学院一

一
大学入学 。四十九年般国一

一
淑削
女子高γヘ関学 。五一

一十一年日本に婦問。狂臼一

一韓問
系企梁に勉めた後、十

一六十一年ウリ文化研兜所一

一を
投光、郡山忙同研先所事一

一
務
局
長。
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くのが目的だ。

夫は滞田凱大
学助
教授で、

やはり日朝関係史の研宛家。

読兜所設立以来、私の帰宅

はほとんど午
前線。
家wv
は夫

任せです。
純僻する時に、そ

のあたりは
納得ずくで相
手を

選びましたから」。

「分断時代の斡闘
女性運動」

伝統き、「七0
年代における

邸同
女性
辺助論」「八0
年代

における隣
国女性運動論」を

山版し、三
部作にする
予定。

「大学入学以来、運動のとと

で剥がいっぱいで自分の余暇

にまで
手が凶らない」生
活が

当
分税き
そうだ。

在
日一一
世
に
民
族
文
化
伝
え
た
い

ル・オリンピック、グルメ、
が、
絡が在日輪閤・
朝鮮人が

ファッション：：： 。日本には
抱え
る問題に及訴と、「なん

抑制

の舗やかなイメージだけ
で出回ったらいいのかなア」と

が伝わ
ってぐる。民主化に向
口ごもる。「斡国人へのあか

か
って、深刻な悶いが練り広
らさまな譲別は薄れたといっ

げられるなど、斡閣の現実を
ても、本名を
隠して日本名を

女性
運動を通して知
ってもら
名架
ったり、友人を家
に招く

いたかったのが、
出版の
勘繊
のをためち
ったり：：： 。私も

守す」。

合めて、砂し乙りqは
潔いん

留学生らと「ウリ文化研究所」

を設立した。「ウリ」とは「私

たちの」という
ぷ味。いま・引

を入れている活動の一つが、

学生など行い在
口締悶・
朝鮮

人を集めての組
国語や祖国の

膝史の
勉強会。日本で生まれ

育ち、祖国を知らないこ世た

ちに、民族の文化を低えてい

た。＠：・不満の第一は、不必要

な
語句が多いとと。例えば「カ

ラカミこを漢字に転換すると

しよう。お
目当ての
「店紙」

はすぐ出てくるが、
変換キ1

PRしている何万街の中に

は、ζんな語句も入
っている

わげだ。＠・・・食物や
衣服など生活関

述の
用部が少ないととも不満

のひとつ。機棉によ
っては、

」
「
母乳」
とい
う
泣擦が
な

一か
ったり、「納一さはあ

一つでも「
甘納以」はない

しとい
った
具合 。よ
り高度

のテクニック
を雄り込んだ新

機騒が次々
と登場している

が、速艇さんは「不
要な
請が

脳をきかし、

必硬なぷ擦が出

てζないのでは、
仏作って魂

入れずだ」とおっている。

不
必
要
な
語
句
が一
服
き
か
す

ワープロ辞丹に
不山酬の声

を
抑し続けると、「空
加昧」

「
空加美」など、何
に使うの

かわからない語句まで粉々
登

山制する。「
泣き抗む」に毛つ

ては、「
莱倖図ムハ」と
表記し

た
機利も。メーカー
が踏んに
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と留って夕食の買
い物いっさい

を
引き受けてくれたのは、娘、

息子たちで
はなく、
税制
我が家

に
滞在巾のフランス人の「
我が

子」、ベノア・デルであった。

ー‘’ー 、 ．司，？宅 ι怠..惨富島 ・唱 n � ... ，，、 司llT'I" - • 

持続話俗宗宅ご員会 害実��t��i奪三壁話 芸春I���財
源言議ぎ ζ 渋窓おち々芸五事宗五ぷ義忘 訟程云史忽示怒路支をえ管支援
芸 き��るi��i語慰安芸品8射殺If�雪害時三妥Zき言
語 � ti � � � � � 三 里 郡 提 以い 、って 脆 つじのだ 、よ 芸 � � � 祭 器
��i� � �j��守きを5 人間の荒っぽさ持f���� 

じ持桟号室経縫 河野 多野 賢持続��襲安警宮
廷窓嘉ぎ主祭主玲i�程祭 だふ定琴震さ H ぉ議示点怒
号以ゑ ￥ 失責襲撃令緩忍 芝詮見定E覧会宗竺匂足 先 程 壁際営管玄！受 話 器包ぺぞ定

信zi�ll!ll�l�1l!ii�ll�i;1�；�111;1 111; ぎ 義裏玄命多会告義� � 急手時ぞ智史努示志急お禁 。 ぎ♀えき安立替 芝セ思蓉

9
9
8

ふW
（W

..，.，，， 山 日，、唖� .....ー� ． 倉

中嶋洋子　家事分担　留学生も家族の一員　日本経済新聞夕刊-1987.12.02


